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J
I
C
A
の
北
岡
伸
一
理
事
長
は
、
９

月
５
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
ベ
ト
ナ
ム
を

訪
問
し
、
日
越
大
学
の
開
学
式
に
出
席
し
ま

し
た
。
ま
た
、
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
キ
ム
・
ガ

ン
国
会
議
長
、
デ
ィ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・
ズ
ン

財
政
大
臣
、
チ
ュ
オ
ン
・
ク
ア
ン
・
ギ
ア

交
通
運
輸
大
臣
、
グ
エ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・

チ
ュ
ン
・
ハ
ノ
イ
市
人
民
委
員
長
ら
と
会

談
を
行
い
、
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
協
力
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
８
日
に
日
越
大
学
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
基
調
講
演
を
行
い
、
翌

９
日
に
は
日
越
大
学
開
学
式
に
出
席
し
ま

し
た
。
開
学
式
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
を
代

表
し
て
、
フ
ン
・
ス
ア
ン
・ 

ニ
ャ
教
育
訓

練
大
臣
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
６
日
、
北
岡
理
事
長
は

ダ
ナ
ン
市
を
訪
問
し
、
フ
イ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・

ト
ー
・
ダ
ナ
ン
市
人
民
委
員
長
と
会
談
し

て
い
ま
す
。
ト
ー
委
員
長
は
、
こ
れ
ま
で

の
協
力
に
つ
い
て
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
今
後
の
ダ
ナ
ン
市
の
経
済
発
展
を
後

押
し
す
る
日
本
の
支
援
に
期
待
を
示
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
北
岡
理
事
長
は
ハ
イ
ヴ
ァ
ン
・

ト
ン
ネ
ル
や
ダ
ナ
ン
港
な
ど
、
ダ
ナ
ン
市

で
実
施
さ
れ
た
O
D
A
の
現
場
を
視
察
。

ダ
ナ
ン
市
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
を
横
切
る

東
西
回
廊
の
東
端
の
起
点
都
市
で
あ
り
、

こ
れ
ら
協
力
の
役
割
や
重
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
北
岡
理
事
長
は
８
日
に
ズ
ン

財
政
大
臣
と
、
９
日
に
ガ
ン
国
会
議
長
と

会
談
し
て
い
ま
す
。
両
者
は
、
J
I
C
A

の
こ
れ
ま
で
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
O
D
A
に
よ
り
建
設
中

の
ハ
イ
フ
ォ
ン
近
郊
の
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ン
港

の
現
場
を
訪
問
し
た
他
、
ハ
ノ
イ
市
の
ノ

イ
バ
イ
国
際
空
港
を
は
じ
め
、
ニ
ャ
ッ
タ

ン
橋
（
日
越
友
好
橋
）
や
環
状
３
号
線
道

路
な
ど
、
首
都
圏
の
持
続
的
な
発
展
を
支

え
る
日
本
の
協
力
案
件
も
視
察
。
日
本
に

よ
る
長
年
の
包
括
的
な
支
援
が
ベ
ト
ナ
ム

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

北岡理事長がベトナムを訪問 01
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02　キューバでがん診療サービスの向上を支援
　

J
I
C
A
は
9
月
23
日
、キ
ュ
ー
バ
政
府
と
「
主

要
病
院
に
お
け
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の

医
療
機
材
整
備
計
画
」
に
対
し
て
12
億
7
3
0
0

万
円
を
限
度
と
す
る
無
償
資
金
協
力
の
贈
与
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
9
月
22
日
、
日

本
の
首
相
と
し
て
初
め
て
キ
ュ
ー
バ
を
訪
れ
た
安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
ラ
ウ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
国

家
評
議
会
議
長
と
の
首
脳
会
談
で
約
束
さ
れ
た
も

の
で
、
同
国
向
け
の
初
め
て
の
本
格
的
な
無
償
資

金
協
力
事
業
と
な
り
ま
す
。

　

キ
ュ
ー
バ
で
は
、
が
ん
が
死
亡
原
因
の
１
位
で

す
が
、
外
貨
不
足
な
ど
で
医
療
器
材
の
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
が
ん
の
早
期
診
断
・
治
療
に
必
要

な
医
療
機
材
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
部
を
中
心
と
す
る
貧
困
地
域
の
が
ん
診
療
環
境

の
改
善
も
課
題
で
す
。

　

本
事
業
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
主
要
な
医
療
施
設

に
、
医
療
用
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
必
要
な
機
材
な
ど
を
整
備
。
が
ん
診
療
・
治
療

の
強
化
と
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

を
目
指
し
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
本
事
業
に
加
え
、
医

療
機
材
保
守
管
理
・
が
ん
早
期
診
断
能
力
の
強
化

を
図
る
技
術
協
力
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
1
日
・
2
日
、
国
内
最
大
級
の
国
際
協

力
イ
ベ
ン
ト
「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ 

2
0
1
6
」
が
、
外
務
省
、
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
J
A
N
I
C
）、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

共
催
に
よ
り
、
東
京
都
江
東
区
の
お
台
場
セ
ン

タ
ー
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
発
途
上
国
の
貧
困
削
減
を
掲
げ
た
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
（
M
D
G
s
）
に
続
く
新
た
な

目
標
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）」

を
中
心
に
据
え
た
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「for 

the First S
tep

〜
新
し
い
目
標
に
向
か
っ
て

〜
」。
国
際
協
力
へ
の
理
解
を
深
め
、
一
歩
を

踏
み
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
N
G
O
や
国
際
機
関
、
各
国
大
使

館
、
企
業
な
ど
の
2
6
9
団
体
が
出
展
し
、
2

日
間
で
約
10
万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
足
を
運
ん
だ
人
々
は
、
各
団
体
の
活

動
紹
介
を
通
じ
て
国
際
協
力
へ
の
関
心
を
深
め

る
と
と
も
に
、
各
国
の
料
理
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
企
画
で
は
、「
な
ん
と
か
し
な

き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
メ
ン
バ
ー
を
含
む

著
名
人
ら
が
、
国
際
協
力
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト

ー
ク
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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